


刊行のことば

東大阪市教育委員会

教育長益倉辰次郎

総数100カ所をこえる本市城所在の埋蔵文化財包蔵地の中には， 学界著名の迪跡も少なからずふくまれています。

上石切町に所在した墓尾古墳もその一つであり， 狭長な横穴式石室に須恵質棺をおさめた特異な古墳として古墳研究の

上に重要な資料を提供して来ました。

昭和44年3月，この古墳をふくむ土地を宅地にしたい旨所有者より申出があり， 本市では極力保存を要望しました。

しかし設計の都合上どうしても不可能であるという意向であるため， 同年6月，市費をもって記録作成のための発掘調

査を実施しました。その結果，本古墳が稀有の構造をもつことがわかり， 古墳研究の上からどうしても保存する必要の

ある重要な迪跡である点から大阪府教育委員会文化財保護課とはかり， 史跡指定による保存を文化庁に要望する一方，

所有者にその旨を伝えてご協力をおねがいしました。 この間「抵尾古墳群を守る会」が結成され，市と歩調を合わせて

保存運動を進めていただいたことも忘れてはなりません。こうした経過の中で，遂1こ昭和45年5月，本古墳は突如として

破壊されるという悲しい結末を見ることになり，民有地における追跡の保存がいかにむずかしい問題であるかを体験す

るとともに，本市域に多数迪存する古墳について， 万全の対策をもって保存することの必要を痛感いたしております。

本冊子は，こうした経過の中に消滅した今は亡き器尾古墳の記録であります。 現地における調査から狡料の整理，検

討，概報の執筆まで進めてもらった原田 修君以下詐君の労苦に感謝するとともに， 今後の古墳研究に重要な役割を呆

たす本古墳を保存できなかった責任に対して，本概報を以てせめてもの償いにしたいと存じます。

例 言 1. この冊子は，昭和44年度文化財保護事業として実施した，束大

阪市上石切町に所在した幽）も古墳の調査概報である。

2.調査は東大阪市教育委員会を主体とし，同嘱託（現主幹）藤井

直正が担当者となり原田 修君（現在東大阪市教育委員会文化

財担当職員）を調査員として実施し，奥井哲秀・北野保両君

のほか，府立花園高等学校地歴部・大阪商業大学付屈高等学校

郷土研究部諸君の協力を得た。

3.本概報の執策は原田 修が担当した。
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I はしがき

＂ ． 

河内平野という幾かな生産地帯をもつ生駒山地西ろくは，全国1'-t'、)に見ても後

期古tit群の』沖する地域の一つである。この古墳群のほぽ北限に当たる現在の
19かの』9

東大阪市上石切町（こ雌尾古墳群がある。猫尾古墳群は 戦後間もない昭和24

年， 9＇i」叫I:｛l:0)li（（麻野荘作氏が自屯附近の111林を開墾中， 偶然辿物を発見さ

れ，当時，大阪府教育委員会の委嘱により，末永雅HI:I専士・森 浩一・上田舒

諸氏によって緊急調査が行なわれた1)。

調査の結果， 5基の古墳の存在が確認されるに至り，当地としては珍しい狭

長な横穴式石室を内部栴造とし， 1)_り注式須恵質棺に木棺を併用している古墳時

代も最末期の小古瑣群てあること等が判明し，以後，古墳時代研究の上に直要

な位置を占めるに至ったn

しかし調査された計5述の中，当時4』しが破壊を受け，幸にして 1基 (3号

瑣）のみが現在まて残存してきたが，昭和44年3月， 3号古墳を含む敷地を宅

地に造成したい旨士地所有者より相談があった。市教育委員会では，栢力敷地

内に現状のまま保存して欲しい旨を要望したが，住宅設計上どうしても保存で

きないとの慈向が伝えられた。このため，士地所有者に対し，文化財保護法第

57条の 2に定められた「土木工事による追跡発掘届」の提出を求め，記録保存

の見地に立ち，正確な石室実梱l図の作成と以前の調査では手がつけられなかっ

た墳」王と閉塞部の調査を合わせ行ない，墳丘•石室の築造方法等の解明に重点

を骰いた。

この澗査は，束大阪市教育委員会を主体として，市教委載託藤井直正（現主

幹）が担当し，現場における作業は，主として）原田 修・奥井哲秀・北野保

の3名が行ない，他に大阪府立花園高等学校地歴部，大阪商業大学附屈莉等学

校郷土研究部の生徒諸君の参加協力をえ，昭和44年6月1日より同月30日まで

の間に実施し， 9月に行なった補足調査をもって一応の調査を終了した。

澗査の結果後に概述する様に， これまでの成果に加え， 墳丘部の調査で

は，墳形が3段築成の戟頼方錐形の方墳であることが判明し， 石室の調査で

ぱ，淡道が極めて良好に追），玄室と同長に近い規模を有することをはじめと

して，古墳築成の上に新しい貨重な知見を得ろことができた。

教育委員会では，これらの成果の童要性にかんがみ，再び土地所有者との折

衝を行い，保存して欲しい旨を要毀したがどうしても現地にのこすことが出来

ないとの意向が伝えられた。そのため，教育委員会では， 45年度当初予算に古

墳移築関係経牧50万円を要求する一方，文化庁・大阪府教育委員会に対し，史

跡指定，及び土地の買収を要望し，年を越した45年4月，文化庁重要迪跡緊急

指定特別委員会において史跡に指定して保存する旨の決定を見たn この間，土

地所有者と度々の折衝を行ない，工事開始を出来る限り保存の具体策が出るま

て延期して欲しい旨を申し入れたが，遂に 5月20日，翡尾古墳群中， IIftーの古

墳として残存してきた 3号墳は，工事開始によって破坂される運命となった。

その後，手元に残る記録は写真と実測図となってしまったが，一日も早く調査

の成果を報告する義務を果たす意味において本概報を刊行することとした。

末尼であるが，調査に対し，土地所有者河田宜雄氏，川楠建築設計事務所大

野林造氏には現地での自由な調査を許され，作業には地元の高野氏に色々とお

世話を頂いた。諸氏の御厚意に対しあつく御礼申し上げたい。

1) ii i:I;—•上 Ill iJ'「大阪l(J枚岡市石UJIIJ．約刃尼古l.ltl!YO)：J,J在」「古代学研究」第23号所収
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Il 古瑣のイ立 i白': 撃古墳群は，束大阪市・上石切町（旧中河内郡文芦村大字石り））， 地餅の上

では上石切町1丁目1423-2~4,9~11番地にまたがっている。語）毛古墳群0)

名称は，小字蘇尾の名をとって付けられたものである。

生駒山地西ろくでは，谷口に複合扇状地が発達してお：），古墳群の形成は，

尼根上，扇状地形の上半部，同末端部の三つに概して分類することてき，中で

も，扇状地形の上半部がもっとも多い。ぶ叫＆古坑群は，生駒山に源を発する深
ずし

い渓谷の一つ辻子谷（音川）谷口の北に平野祁へ突き山た尾根状台地の南端

に，谷川と平行しで営まれていて，様高約150~160mを計る位置にあたる。ち

ょうど，現在の近鉄奈良線石切駅の東方約150mの地点である（第2図）。

古墳群を構成する 5基は，昭和24年当時の調査観察では，東西50~60mの間

1こ群集し，東（上方）より 5号墳と 4号墳，さらに北と南に各々 1号墳， 2号

墳があり，最も低い位置に 3号墳が存在していて，標高差にして約lOm前後で

ある。

薔）も古墳群は，生駒山の西ろくでももっとも北に所在する後期の小古墳群と

いうことができ，北に隣接する大東・四条畷両市にかけて顕著な例は見られな

い。周辺の古墳としては，本古墳群の北約 1km,標高380mを測る尾根上に，

本古墳群より若干時期の下る切石巨石墳のイノラムキ古墳1)が単独に存在し，

辻子谷の扇状地中央部に11体もの埋葬で知られた大藪古瑣2)があり，後期家族

墳の性格を示す著名な古墳として知られている。また南の額田谷との間には数

晶からなる一支群があり，中には双円墳として知られる夫婦塚古墳が含まれ，

抵｝毛古墳群より古い 6世紀後半にかかるものと考えられている。これより以南

は， 10基位の単位を以って山畑古墳群（約50基）， 更に南の大型群集坊である

高安古墳群へ続いている。

古い時期のものとしては， 5/止紀後半に築造され前方後円墳で古式の石室を

持つ芝山古瑣や3)塚山古墳4)，大東市には墜穴式石室を持つ堂ノ山古墳5)等を

周辺に配している。更に幽尾古墳群の固辺では，奈良～平安時代にかかる蔵骨

器の出土6)が幾例か知られ，後期でも古い時期の古墳と新しい最末期古墳とそ

れ以降の直物出土の混在する地城として今後検討される問題の多い地城でもあ

る。

1) H剥I：直．iEほか「I以始・古代0)枚岡」第 1部各説， 1叩｛和41年
2)「金山古墳および大妓古墳0)枇＇J査J,大阪府文化Uは',ll't恨告む 第2糾，昭和2B年
3) William Gowland "The Dolmens and Burial Mound in Japan", Iリ」治30年

Willam Gowland "The Dolmens of Japan and their Buiders"，明治32年

森沿ー氏「古墳の5雑ii」l|l公新，！::,昭和40年
4) !点）1:直ii・：ほか『II;i始・古代の枚岡」第 1部各説， II[｛和41年

5)「大東l|iそのむかしをたずねて」大東市教百委且会， IIr1和46り
6)菜Iii古）和のすぐ西方の松林が柑9地された際，二個の須，恵fi絨骨容淵がill上した。その 1は，（」ふ

袖tで， Ui.t12.4cm,II吋1,19cm,翡さ11cmを測る科台イ,J0),•飯に， Ui.f.14, 4cm,；柑さ3,5cm叫 ,;1半

な土珠形0)つまみを持つ茶をかぶせている。内部に火針！性があり，奈艮時代U)ものである。 Z'は，

戟1,1であるが，翡さ35cm,/Hりjj¥2B,8cm, /JU1¥15, 5cmの平IL,（O)Ii]に2つの把手を持つ必てある。

さらに四方0)辻子谷扇状地北I．いからは，明治初年に'.．札灰岩の{i材（蔵竹容料）と共に 2枚0)
l(ifi製染，比：板が出土した。 2枚の内 1枚しか現{i-せず，成2B.5cm,横9,3cm, I’かさは0,Bcm をJ|•

るm虻な染，tt湘近'i束＇・トである。
さらに，北西に位骰する丘， jlこiK、'J’:1」 |0)Ni31面からも須恵毀蔵け•悩が出土しており，これと共

にit10cmU)上師岱皿が伴出していて，奈良時代のも0)である。なお， こO)i泣の出土状態は，木

炭の充i，均した約 1)しぐらいリ）沿＇幼 1広より1LLLしたという。

またぶ＇｛比古）.IIOJiY訪＇り），視在五洲I~]のある iji リ）西方て， /fifl'(J―益把手付＇•,他（ロ i.t14cm, 翡さ

21cm, Ji(i£ 14, 5cm0)翡台付）に茶を持つ出土例がある。

この様に入[I己古）.11l!化をとりまいて，奈良時代を,1,心とした蔵i'i舟'，0)出上が日立ち， r,,J辺が引k,［き
火Jl!Z地として利／1］されている。
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第 2図 古墳・寺跡・式内社分布図
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1 イノラムキ古墳

2 東尾古墳

3 日下神社古墳

4 芝山古墳（消滅）

5 墓尾古墳群

6 辻子谷古墳群

7 大藪古墳

8 塚山古墳

9 額田山古墳群

10 夫婦塚古横

11 みかん山古墳群

12 丸山古墳

13 出雲井古墳群

14 五条古墳

15 五条山古墳

16 客坊山古墳群

17 山畑古墳群

18 馬ハギ塚古墳

19 成山古墳

20 瓢箪山古墳

21 山畑南支群

22 五里山古墳群

23 高塚古墳

24 岩滝山古墳群（仮称）

25 二本松古墳

26 大賀世古墳

27 横小路古墳群（仮称）

28 浄土寺谷古墳

29 常光寺古墳

30 法通寺跡

31 石切徊J箭神社

32 枚岡神社

33 河内寺跡

34 梶無神社



llI 調査の経過 調査は，昭和44年6月7日より開始した。古墳は，昭和24年の調査当時より

あまり変化を受けておらず，墳丘上・石室内部の消掃を行なった後，桔査に移

った。まず，斜面地形における古墳築成の方法を究明するため，墳丘上部の東

西にAトレンチ，南北にBトレンチを各々設定し，調査を進めた。墳丘は，径

10m前後の「リ墳と考えられ，束（上段）の畑一枚より西に突き出た状態にあっ

たが（第3図），各トレンチを掘り進めた結果，石室主軸（石室は南に開口）

より東西に約4.3mと2.5m離れたAトレンチ内部に，約 30cm大の自然石を

禎んだ石組み4カ所を検出し， B|、レンチても同様に， Aトレンチ東西線より

北2.3mの位慨において石組を検出した1)。

このため，本古墳の 7世紀前半という推定築造時期と，同時期に方形古墳が

多いという事実を考え合わせ，本古墳にも方墳を採用し，石組をめぐらせてい

る可能性が考えられたため， トレンチを掘り下げず，急拠，各トレンチを中心

にして，石室主軸と平行あるいは直交させて C•D トレンチを設け，同時に墳

丘南半部での石組みを確認するために， Aトレンチと平行にG （西）， H (東）

トレンチを設けた。その結果，各トレンチで石垣ないし石列を，周囲2段に亘

って検出し，もはや石組が矩形の墳丘段築を樅成していることが確実となり，

全面にわたる表土剥ぎを行なうことになった。

石室を中心として長方形にとりまく 2段の石組の内，下段(2段目方丘石組）

の石組は，墳丘の南面および北面の一部を除いて良好に残り，西面では，西端

コーナーの石がぬきとられているとはいえ， 3段に石積みが迪存した。

また，東而は，石組みとならず，比較的細長い石材を横にならべた石列とな

っていて， 北端コーナー（東北コーナー）では， 石がやや撹乱をうけ，南端

（南西コーナー）では石材がぬかれていた。南面は，ほぼ東西両石組（列）と

直交しているのに対し，北面は，東西両ライン及び石室中心線とは直交せず，

南面と平行しない北東方向に広がった石列となっていた。更に， 上段の石組

(3段目方丘石組）については， l!.Y而とも良好に石組が残り，四面は全て 2~

3段の石禎みとなっていて，各コーナーも比較的良好に迫存したが，北面につ

いては，下段石列同様，北東に広がっていた。これらの石組の検出作業を行う

一方，下段の石組をのせる墳丘下部についても調査した結果，全体として一辺

15. 24mの方形台基を最下段にして，上部に石組をめぐらす大小2つの丘をの

せた一種の方形墳であることが判明した。さらに石室の調査では， ½oの実測

図を作成する一方，以前の調査では確認されなかった淡道部の調査を行ない完

全を期した。淡道と玄室の関係は，ある企画のもとでフラン化された事実につ

け加え，石室全体も墳丘の平面構成と深い関係を持ち，古墳築造の規格性・ ;i-|•

画性を考える上に数々の重要な知見を得ることができた。

1)沿注上部は天井石が持ち1；られ，玄分｛央半部に天j|：石4石を0)せるのみであり， 01帖を残存上部に
は．両墜と平行してコの字形に石が1みが施されていて．第 6図の石出天:II：石の上部から横に萩く
石は後世に施されたものである。
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w [J,1il1tの概＇災

1 墳 丘

1)第1段方形台基部

2)第2段方丘

墳丘上に設けたA~Hトレンチおよび全而にわたろ表：I-．糸Ilぎ作業の結果，墳

丘は，方形台払部（第1段目方」克）を最下段に，上部は石組ないしは石列を長

方形に配した大小2つの方丘（第2段目方丘，第3段目方丘）をのせた 3段築

成の一種の方形填てあり，内部の狭長な石室は， J1灼丘槃成の上に極めて深い関

係を持つことが明らかになった。

台姑部については，墳丘の端が西から北にかけて採土が行なわれていたた

め，全体にわたる墳丘端は把握出来なかったが，四而の各部において検出に努

めた結果， 西而では台基端が石奎中心線より西へ約5.2~7. 2mの位置に50~

80cm大の自然石を西へ傾斜を以って乱雑に縦禎みされている部分があり， こ

れらの棋石群が切れる西端で上部盛士および地山の変化がみられ，墳丘は，こ

の位置，つまり石室主軸より西へ 7.2111の位個にあることを確認した。また，

北面においても同様な構造を検出したが，地形が北束に高くなる関係上，その

話底面も高くなっており，石材もそれほど大きなものは使用しておらず，石室

奥幣中心部を 0 （以下0点と呼ぶ）として，北へ4.12mの地点に台甚端がある

ことを確認した。

束側では，地形は一府高くなり， Aトレンチの端で， 石室中心線より東へ

6.4mの地点に巾1.8m, 深さ 0.8mの溝を検出した。これは旧地形と古墳とを

区画し，切り離すための造作と考えられ，そのベースは地山となっているため

に，台基束半部はそのまま旧地形を整形加工したものにすぎない。従って，台

払部束端は，猫の底部西側で測ると，石室中心線（以下0ラインと呼ぷ）より

束へ7.2mを測る位屈にあたることになる。南側については西側同様一部墳丘

が採土されていたため，正確な値は把握出来ないが， 0ラインより東へ4m0)

位置に南北に設けたトレンチでは， 石を検出てきず， 0点より南へ 11.lmて

盛土が切れていることを断而で確認した。

この様に，台基部については部分的であったが，地形ならびに上部方丘との

関係より，南北全長15.24m,溝の底部西側て14.24m,溝の東端部を含めると

15. 34111の，ほぼ．TE方形に近いプランを持っていることが判明した。

ただ北而については，以下に記す上部の大小二つの方Iiの北而が南i(iiと平h

せず，北束へ広がっていることも予想され，これは，地形に左右されているも

のと考えられる。

台枯部の上部に下段同様の方丘をのせているが，台抽部内の乱雑な石耕みと

は異り，視此的効果を上げ下段の台粘とを画すために，周囲に自然石を使用し

た石垣ともいうべき石組を四辺に配しているが，東辺のみ石列となっていろ。

一部をのぞいて各コーナーが残り，西辺では最も高く， 2段（こ秩んでいるが，

北而・東面と南面の一部では石列となり一段である。これは，台翡しがそもそも

自然地形にある程度制約をうけ，頻斜をもつ台基上而となった結果によるもの

であると共に，出来る限り方丘の上而を水平にしようとする配應が見られる。

石組・石列の各面での実測値は次の通り，

北而 8.48m 東而 11. 44m 

南而 8.80m 西而 10 56m 

の長方形の方丘となっているが，東而と西而はほぼ0ラインと平行し，南面も

0ラインと直交するのに対し，北而は北束へ広がっていて，結果的には，東ラ

インの数値を0.7111仲ばしていることになっている。

- 9 -
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3)第3段方丘

石組は，全体に30~40cm大の閃緑岩（生駒石） の自然石を使用し，乱石科

の方法をとっている。北面では， 50~6Qcm大の石を横位にすえ， 1段に作っ

ている。また，石組のペースは，先に記した様に，一様ではなく，東北コーナ

ーを 0とすると南東コーナーで一40cm,北西コーナーでー1.2m,南西コーナ

ーで一 1.Bmを計り，きわめて傾斜したペースとなっている。これと同じよう

に，上面もある程度，石組みの高さて調節されているもののやはり傾斜（南西

方向）は強い。なお， 2段目方丘の石組上面より次第に傾斜を以って上り，約

lm弱の平坦部をもって第3段目方丘の石組基底面に続いている。

南面と西而の数値の比は， 1 : 1. 2である。西而の数値は，石室全長 (10.56 

m)と等しく，同じ規格で設定されたものである。石室と第2段目方丘との関

係は，上の通りであるが，その北而が奥整より1.84mの位僅にあり，南面は，

奥壁より8.Bmの位泄にあり， それは， ちょうど淡道部の始まりより％の所を

横切ることになっている。

3段目方丘は，形態および構造上，同様の方法で作られていて， 2段目方丘

の上にのっている。各而は，下段とほぼ平行で，各而の数値は下記の通りであ

る。

． ＇ 

2 石

1)玄

北面 4.88m 東而 8.22m 南而 4. 78m 西而 7.80m 

相対する而の長さは，南北で10cm,東西では40cmの差があるが，西・南・

東のラインは， 0ラインと平行ないし直交している。

石組は，西而て2段梢 (1部3段租）， 北西コーナ附近で3段梢となり， 束

而は，第2段方丘部石列と異り， 2段禎となっている。これは，墳丘束半部に

おいて，台基部と 2段方丘部への変化が石列をもって移行し，高さにして余り

変化をもたないのに対し，束端にあたる溝によって両される台基部につづいて

形の上に変化のあらわれる部分となっている。 3段目方丘石組と石室の関係

は，北而で0点より北へ0.76m（北西伯で0.56m)を測り，南面は羨道部の始

まりより，％の所 (0より南へ7.32m)を横切っている。

各而の基底ベースは，南四コーナーで石室床面より約1m上方，北束コーナ

ーて1.2m,北西コーナーで1.8m＾南東コーナーで約1mを測り，南面は，ほ

ほ水平に整えるに至っているのに対し，北而では，約60cm西へ傾斜している。

しかし全体的に見れば，第2段目方丘の築成面が， 1段目方丘上而（こ制約を

受けて必然的に傾斜したのに対し，石室前面に関しては，上部の 3段目方丘に

近い程，古墳全体の形を水平に整えていっている配感がみられる。

第3段目方丘上面（墳頂部）は，現在ではかなり土が流失しているが，復原

を試みるとすれば，四而の石組みより中央部に向って傾斜をもってあがり，約

3. 5X6. 6m位の平坦部を形作っていたものと考えられる。

なお， 3段目石組の南面と西而の北は， 1 : 1. 65であり， 2段目方丘部の石

組の比率と比較すると，西辺の長い長方形となっている。全体として， 3段H

方丘の莉さは現状て， 束辺においては約55cm, 西辺においては約90cmを計

り，当初は西辺近くで 1m近くを汎ljったものと考えられる。

室 石室に関しては，戦後の調査に付け加え，羨道前半部の検出に努めた結果，

淡道は玄室長に近い4.78mをiIIlJり，内部に充満する閉塞は，汲道部の端まで崩

壊した状態で続いていることが判明した。

玄室は，奥壁部での幅1.14m（修正長1.17m)，羨門部での幅1.17m,長さ5.室

- 10 -
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64mを計り，南よりやや西方に開口している。奥壁部幅と淡門部幅は，約3cm

の差があるが，これは石の設置の楊合のずれとして認めると，極めて狭長な長

方形の平而規格を持っており，幅と長さの比は約1: 5に近い形態をとる。床

而には，羨道まて全体に15cm大の石を敷いて埋非床而とし，中に40~50cm大

の石を所々混えている。餓察ては，前半部より奥半部が賂っている様である。

玄室は，商さ1.5mを計り，奥半部に長さ70cmの4石の天井石を残している

が，元来は7石の天井石を以って玄室をおおっていたものと考えられる。奥壁

には． 80X100cmの母石を第1段にすえ，上部にやや小型の石を2段目にし

て，天井石との間を 30cm大の石でうめている。また，束西両墜とも平均5段

梢みて，下の 3段目までは 70X35cm大の石を横に禎み，上部の 2段は，比較

的小さな 30X40cm大の石材を利｛むことにより，天井石の高さを潤節しており，

両墜とも内部へ15~30cmせり出している。

淡道部は，玄室より約10cmの両袖をもって，巾0.96cm, 長さ4.80m続いて

いる。袖部は， 80X50cm大の石材を立てて玄門部を整えている。淡道の平而

プランは，西壁が直線的に近いのに対し，東墜は，袖部より 1.7mの所で巾が

やや広くなって前端部へ続き，またこの点で，玄室より続く敷石も1.68mの所

て一線を両して切れている。さらに，内部に充満する閉塞石租みの始まりが，

敷石の切れる位置より約50cm奥壁に近い位屈より一線を画して始まり，現状

ては石が崩れた状態であろが，元来は最も高く閉塞石の残る羨道の％の所で，

石積みの終りをなしていたことを示している。

なお，玄室と羨道を含めた石室全体の平而プランについては考察で記す通り

である。

戦後の調査ては，羨道袖上部に天井石1石をのせているが．現在てはとり除

かれ，元来は，閉塞の最も高く残る所まであり，両墜もちょうど4段より 2段

へ変る約2.3mの位置まては存在したものと推定したい。なお閉塞下部の床而

で金環2個を検出している。

今回の調査で出土した迫物としては，淡道閉塞下部床面近くで検出した金環

2個と閉塞崩坂部内において検出した若干の須恵質棺片がある。ここでは， II召

和24年調査当時に検出された迫物を含めて列挙し，図示する（ことどめたい。

四注式須恵質棺破片，土Ri)i器JJll 2,須恵器坪盗身 2, 瓦器ffil 破片蓋

3,金環2+2（今回），鉄釘約10本

当時の報告によれは',多賊の須恵質棺片が，玄室の奥半部に検出され．多数

の鉄釘が玄室の前半部より出土しており． 1号墳同様に，須恵質棺を奥に木棺

を前に安憫する方式をとっていて，狭長な玄室を持つ石室が築造当初から 2棺

あるいはそれ以上の棺を安罠することを計画されていることが考えられる。

尚，同様な須恵質棺は，当地ては高安古墳群中の天神山古墳1)からも出士して

いる。また木古墳の四注式須恵質棺は，朱の塗布が見られたという。石室の形

態をはじめとして，須恵質棺は，豊中市太鼓塚古墳群例2)と極めて近い。

1)「r|l河内郡話」 大」79.13年

2) 9煤r|I1|i史」 史料屈， II{｛和35年
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1 古墳築造の時期

2 合葬の計画性

3 石組外装の方墳

珈も3号墳は，これまて見てきた様に，極めて1登美化の進んだ形態と内容

によって，古墳文化研究の上に種々の閲題をなげかける結果となった。

本古墳を含め，幽尾古墳群は，須恵質棺（四注式）に木棺を併用するとい

う埋葬方式が採用されていることが判明しており，各古墳出土の須恵器もほぼ

同一の形式に屈するもので， 杯を例に見ると， いわゆる宝珠形のつまみを持

ち，完全な平底に至っていない形式のもので，窯跡出土例のものては，陶邑古

窯跡群中のTK217古窯1)出土品に近く，古墳出土例では，滋賀県孤栗 A-3

号墳2)，B-2号坦第2次埋葬の土器に近い。また，須恵質棺および石室は，

豊中市太鼓塚古墳3)と非常に近いもので，本古墳にみられる外装の整美具合と

規格に依る可能性は，本古墳の築造時期を 7批紀前半でも中葉に近い時期にも

っていくことが出来よう。

本古墳における墳丘•石室の規格，計画性は，石室内に埋納する須恵質棺 1 こ

併せて，木棺を同時に追非する合非を，前もって計画している可能性を持って

いる。大藪古墳ての埋葬方式とは違った，被葬者の範囲の整理された二棺（あ

るいはそれ以上）の合非形態であり，追葬の範囲が，ある一定の関係（夫婦）

に限定されている可能性があり，前律令的規制の一端をうかがうことが出来る

のではないだろうか。

これまでに，墳丘上において石組みがめぐらされている古墳の調査例は極め

て少い。古墳の内部主体である横穴式石室の入口部から，側面近くへ石組を施

し，石室前而を整備している例（外護列石等と呼ばれている）は若干あるが，

全く性格の異るものである。幸いにも，前記滋賀県甲賀郡甲西町所在の孤栗古

填群の調査ては， A支群の 2 号墳• 3号瑣， D支群の3号墳に同様な石組がめ

ぐらされていた。 A-2号度では，横穴式石室を内部主体とするド」形の封士上

に淡道両端から石組が半1リ形近くにめぐり， A-3号墳， D-3号墳は，木棺

直非の方形坑で，方形台船上に石組を施した方丘をのせるという本古墳（こ非常

に近い形態と構造を持つ例が知られていて，築造の時期も出士土器から， 7 |止

紀中葉に比定されている。

上例の古瑣の石組は，比較的小型の自然石を使用し，石組とされているのに

対し，本古墳に近い標高380m)祖根上斜面に築造されている 1辺約15mの方形

墳イノラムキ古墳では， 切石の横穴式石室前面より側而へかけて 1m大の石

材で土どめを行うと同時に，斜而上に築かれた方形墳の外形を整え，いわゆる

結界石に近い例を示している。これらの設備は，幽域を画し，外容を整えると

いう朝鮮半島の新羅・高旬麗古墳1こみられる護石との関係が考えられると同時

1こ，岡山県唐臼墳幽1こ見られる様に，一辺6mと4.5mの方形二段の列石をめ

ぐらした奈良時代の火葬墳瀕にみられる外部設備との関連は，幽制にあらわれ

た仏教文化の影製の一具体例を物語るものであろう。

1) IJli!l||lI二氏 11;¥J邑古窯LJ|．{ftl」平安学1,:，1名古学クラプ，昭和41年

2)水野正好氏「滋ti貼l|ltltl；甲西Ill]狐束古瑣詳」滋til，は文化）IJ淵牡概災

3)「既11,,1;火」史料糾ー， 11{1和35年

「既l|l市の文化財」，股l|1市教行委且会，昭和40年

i彬l'fl'［正「大阪1(．f型ltn|i9|」井山古積群」 「「1本考古学年報J18所収， 1「ll和45年
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4 墳丘石室の平面規格

第9図豊中市太鼓塚古墳

本古墳は，方形墳形式を原則として採用していることは，大化前代，す

なわち国家の中央集権体制強化の流れにのるものであろうが，その実態を古墳

の規格性という観点より考えてみたい。

墳丘は，台基部で南北15.24mを測り，東西14,24mを測るが，古墳と自然地

形を切り離す溝の東端までを含めると東西15,34mを測り， 全体としての古墳

築造の規格は，あくまでも正ガ形のフラン（他の多くの方形墳と同じ様に）を

採用しており，上部2段の方丘が，長方形となった理由として，横穴式石室の

持つ家族幽的な性格あるいは追葬という計画性の上に立って企画化された狭長

な玄室プランを南北に長く方丘内へ入れるためには，上部に出る全ての天井石

をおおい得る高さの盛士と長さが必要であり，このことが，必然的に上部2段

の方丘を長方形のプランに規格化されたものと容易に考えられる。

簡単に言えば，原則として古墳（J)平而プランは方形を採用しつつも，内部に

収容の予定される被葬者の数によって決められた玄室長は，その構造上上部の

方丘を長方形にとらさざるを得なかったのである。

古墳を立而的に見ると，古墳の栴築は，当地て類例が多い様に，傾（斜地形を

約1.2mの深さに掘り下げ，その結呆得られる一辺約lOmの平坦部を石室ベー

スとし，石室棉築と併行して，平坦部端に茄礎の土どめの機能を持つ大型の石

を縦積みにして，除々に台晶部から上部方丘へと進んだものと考えられる。

石室と各方Jiとの関係を見ると， 奥壁は台基の中央の対角線交点 (Xと呼

ぶ）より北へ0ライン上に 3.4mを測り，後期古墳の多くの石室が，墳丘中央

部に奥墜を置いているのとは異っている。各方丘の比は，石室全長と同長の2

段目方丘西而長を 1とすると，台拙より1.44 : 1 : 0, 73（西辺長比）となる。

この様な全体的な方丘の比率は，石室と比較すれば次の様になる。

台迅部南北線の中点を石室主IIiliに直交させると， その点は台基対角線の交

点，つまり Xとなる。

Xは，玄室奥墜巾をYとすると， 0点より 3Yになる点であり，袖部は5Y

弱となり， Xより 0点までの3Yの2倍＝ 6Yにならず，玄室の長さは，予定

収納棺の数（人数）ないし長さによって決定されることが察せられる。

以上のことは，玄室長より， Xから0点までの 3Yの基準となる奥墜巾が重

要性を持ってくろことになる （尺度の存在と使用の可能性）。奥半部 (3Y) 

の2倍の 6Yは，丁度汲道部閉塞石の積まれる一線にあたり， しかも石室全長

は， gyにあたる。

この様に奥壁巾をYとして各方丘：石組の長さの比を分析すると，台基部西辺

は13Yとなり，南面は12Y強，溝の巾を入れると13Yとなる。

更に， 2段目方丘の西辺は9Y.南面て 7Yとなる。3段目方丘は，西辺て

6.5Y強となり，南面で4Yとなる。これを騰理すると

西而

南而

-台批部|2段目方丘l3段目方丘
13Y I 9 Y I 6. 5Y強

12Y強 7Y I 4 Y 
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・ 

となり，上部の方丘ほど西面の延び率が大きくなっている。

更に興味あることは，各11．．のコーナーは， Xからの距離がほぼ等しく（束北

角以外），台基コーナーはXより 9Y, 2段目方．Iそコーナーは 6Y弱， 3段目

方丘コーナーは4Yを計る。

この様に見てくると，古埃は，計画されたフ‘ランに合せ，現場においてXな

る点を原点として石室及び方行：のブランが求められ，梱築されている可能性が

大きくなってくる。そこでYなる奥壁巾であるが，大型石室においては，石材の

凹凸や大きさによって，裾えられるべきラインとはずれておかれる結果となる

ことが多いと思われるが，幸にして，本石室の石材は，比較的小型で，玄室平

面プランのラインもほぼ両墜とも平行しており，石材投陵時の誤差も比較的少

いと考えられる。奥墜巾は， 114cm（修正長117cm)を測る。ここでまず，玄

室・淡道にわたる全体の平面フ＇ランを考えると，淡道端と両壁の奥些部とにか

こまれる正しい長方形のプランの中に， 石室をはめることが出来る (Y : 9 

Y)。また，南西各コーナーと南東各コーナーを各々結ぶ延長線は， ちょうど

〇ラインの5.5Y (Xより1.5Y)で交り，石室長方形フ‘ランとその延長線の交

点で玄室長（袖の位骰）が決定されている。玄室は，ほぼ奥半部（こびったりと

合うことは言うまでもないが，汲道の平而構成には，玄室巾を両墜において約

10cmほど内へ袖をもってせばめ， Xより0点（奥墜部）まで 3Yの2倍，っ

まり 6Yの位懺まで奥墜コーナーと袖をむすぶ線上に石を据え，それよりl,JfJ部

の東避では，再び本来の規格巾 (0 ラインより½Y ＝奥壁巾の½)にもどして

いる。また西壁は， 6Y地点よりそのままの巾で束墜と平行させている。こう

して見てくると， 6Y地点より前半部は，いわゆる，汲道として閉塞の行われ

る部分とは違った意識が働いている様に忍われる。

さて， Yなる奥盛巾であるが， 各方丘及び石室が Yなる長さで割り得る以

上，ここでYなる数値0)尺度が問題となる。そこで，測りえた各点の実測数値

を高麗尺1)むを 25.63 cm, rl!f）¥. 1）文を 29.69 cmとして，当てはめてみるなら

ば，次の表の様になる。

一 蝉 h：玄室是1淡道rll卜囀げ翫誓誓聾璽已

言旦I:：：三〗口I:：：三□
上表の通りで，両尺度のうちのどちらかへこじ付ける訳ではないが，換算数

値では，むしろ破数の少い應尺ないしは，それをもととする尺製が用いられて

いる可能性が大きい。

この様に見てくると，石室と墳丘の築成はまずXなる）原点を中心として，所

定の尺度を払準にした¥I」内に石室長主軸と平ijあるいは瓶行する四辺により，

各方丘をつくっていることが判る。尚， 1：：I-室の中心点がXとならないのは， X
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と必要とされる石室の長さの中心点を合せれば，奥壁部は，当然方斤：外に出る

ことを配虚したものてある。

台船は，おそら＜r;ti=）丈1こして70尺のI|」内に， 2段目方丘は45尺のI|」内に， 3 

段目方1歪は30尺の1リ内に各々設けられたものであろう。

また， 70尺のI|」内に含まれる台拙は 1辺50尺に近く，大化の薄葬令の王に規

定された方）L尋が50尺に近いものであろとすれば，令施行以前，すなわち律令

的支配の進りと仏教思想の影料を強く受けつつあった在地有力家族集団の古坑

造常の上に具現化された初現的葬送規制といえるのではないだろうか。

これまで見てきた様に，木古墳群は，当地でも群集墳が築造を終えた 6世紀

末よりさらに遅れる 7世紀前半期も中葉に近い時期を示しており，方墳形式の

採用，石組をめぐらす極めて整付iiの進んだ墳丘，火葬墳部形式との関連性，墳

丘，石室にみられる規格性（古代寺院の建築技術と関係が深い）須恵貨棺に木

棺の併用が示す合非形式節に見られる本古墳の実態は，除々に浸透しつつあっ

た仏教文化を抽澗とした律令的体制化の過程で，当地有力家族集団に徐々に強

化されていく律令的規制が一古墳造営の上に生んだ―•結果であろう。このこと

は，さらに本古墳群の所在する地域に，奈良時代を中心とした蔵骨器の出土が

目立ち，古墳とともに一つの共同抵地を新たに形成している事実と相まって集

団自体の性格を考える上に極めて示唆的であり， 大藪古墳の南に接する地域

（式内石切鋤箭神社境内）より飛鳥時代後期の屋瓦の出士をみる法通寺跡との

関係が栖めて蛍要となってくる。

以上の様に，問題点は極めて難題てあり，古墳時代終末期における諸問題を

解明する上に同様な古墳の調査例の増加と分析に期待したい。
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図版 1 南より石室入口を見る

図版2 石室と石組の関係



図版 3 2段目及び 3段目石組 （西面）

図版4 北東コーナー



図版5 北面石組

図版6 東面石組 （石列）南より



因版1 二段目方丘と三段目石組の状態

埋蔵文化財包蔵地調査概要 8 

墓尾古墳

1971. 6 東大阪市教育委員会


